
2020年3月19日

スポーツ庁委託事業「スポーツキャリアサポート戦略」

報告書

株式会社ADKマーケティング・ソリューションズ
株式会社ADKクリエイティブ・ワン

令和元年度 「スポーツキャリアサポート戦略」における
『アスリートに対する支援者等からの資金拠出』 事業



「Athlete Career Challenge」
Kick Off カンファレンス
～スポーツのチカラで未来を変える、

Beyond2020アスリートキャリア形成支援構想～

キックオフイベント



1/開催概要
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■ 「スポーツキャリアサポート戦略」のコンセプトと来季のスポーツ庁委託事業内容を説明。

また、個人、企業に関わらず、社会に対してアスリートの人材的価値についてメッセージ性の高い情報

発信を行い、アスリートへのキャリアサポートにより、アスリートが競技外でも社会に大きな影響・価値を

もたらしうることを示し、雇用・投資の有用性を訴える。

■ イベント来場メディアへの周知・理解を促し、幅広く露出を図る。

実施概要

■ イベント名 ：

■ 委託者 :

■ 委託先・企画 ：

運営（主体）

■ 協力 ：

■ 開催日程 ：

■ 開催時間 ：

■ 会場 ：

■ 対象・人数 ：

スポーツ庁委託事業：スポーツキャリアサポート戦略

「Athlete Career Challenge」Kick Off カンファレンス
～スポーツのチカラで未来を変える、Beyond2020アスリートキャリア形成支援構想～

スポーツ庁

ADKマーケティング・ソリューションズ

スポーツキャリアサポートコンソーシアム

2020年３月4日（水）

受付開始時間 12:00~ 本番時間 13:00~15:30

※プレス受付開始 12:15~

JAPAN SPORT OLYMPIC SQUARE 14F 「岸 清一メモリアルルーム」

（住所）東京都新宿区霞ヶ丘町４番2号

【当日出席者】

報道関係者：11名、事前申込関係者：23名、計34名

想定人数

報道関係者（30名）、関係者・経済界関係者・民間企業等（80名）

一般（80名）、バッファ（20名）／ 合計 210名

※定員：一般 80名（事前申込・先着順）※チラシに記載

（お申込み・お問い合わせ）Athlete Career Challenge Kick Offカンファレンス事務局

⇒2/26規模縮小で開催の旨発表

報道関係者（10~20名）、関係者（経済界関係者・民間企業等含む）（40名）、計50 ~60名

※一般の来場は不可

→後日、スポーツ庁のSNSや、スポーツ庁WEB広報マガジンDEPORTAREにおいて当日の内容を動画に

て配信することを検討。詳細については、改めてスポーツ庁ホームページ・SNS等で報告。

実施概要

実施目的

https://www.facebook.com/japansportsagency/
https://www.mext.go.jp/sports/
https://www.facebook.com/japansportsagency/
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構成

TIME LAP プログラム 内容

12:00

12:50
60

受付開始

※プレスブリーフィング

プレス、招待者、関係者

※12:50~ プレス向け撮影ブリーフィング

13:00

（13:00）

3

（2）
開会 司会

13:03

（13:02）

3

（4）
開会挨拶 鈴木大地 スポーツ庁長官

13:06

（13:06）

7

（6）
イベント趣旨説明 川合 現 スポーツ庁参事官

13:13

（13:12）

7

（13）

ネクストアスリートファンド概要説

明
今泉 柔剛 日本スポーツ振興センター（JSC）理事

13:20

（13:25）

10

（4）
フォトセッション

長官をはじめ、登壇者全員よるフォトセッション

※フォトセッション用パネルあり

13:30

（13:29）

30

（25）

基調講演１

「ビジネスマインドアスリートが

今後の日本を変える」

＜アスリートの立場＞

鈴木 啓太 氏

AuB㈱代表取締役・元サッカー日本代表

14:00

（13:54）

30

（35）

基調講演2

「ビジネスマインドアスリートが

今後の日本を変える」

＜有識者の立場＞

田中研之輔 氏

法政大学キャリアデザイン学部 教授

14:30

（14:29）

60

（64）

トークセッション

「今後求められるアスリート像と

キャリア支援プログラムの方向性」

＜登壇者＞

（ゲスト）

・田中研之輔 氏 /法政大学キャリアデザイン学部 教授

・鈴木 啓太 氏 /AuB㈱代表取締役・元サッカー日本代表

・岩政 大樹 氏 /元サッカー日本代表

・原田 裕花 氏 /バスケットボール解説者・元バスケットボール女子

日本代表

・森下 尚紀 氏 /㈱MPandC代表取締役社長

青山学院大学産学連携コーディネーター

（MC）

・真鍋 杏奈さん /フリーアナウンサー

15:30

（15:33）
1 閉会 司会よりご案内

15:31 終了

実施時間 13:00～15:30進行構成



2/プログラム



＜基調講演＞ 「ビジネスマインドアスリートが今後の

日本を変える」
アスリートとしての資質を、ビジネス（ライフ）においても活かせるアスリートを育てることが、日本のビジ

ネスシーンや社会においても大きな影響・価値をもたらします。
核となる「ビジネスマインドアスリート」について、キャリアデザイン有識者・元アスリートを代表する２名の
講演を行った。

基調講演
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基調講演構成

基調講演（各１人/20分）

●元アスリートの立場から
鈴木 啓太 氏
（ AuB(株)代表取締役・元サッカー日本代表）
※2018年度 次世代アスリートキャリア育成大使

2000年浦和レッズに入団。レギュラーを勝ち取ると2015シーズンで引退するまで浦
和レッズにとって欠かせない選手として活躍。
2006年にオシム監督が日本代表に就任すると日本代表に選出され、
オシムジャパンとしては、唯一全試合先発出場を果たす。
現在はサッカーの普及に関わるとともに、AuB株式会社を立ち上げ、
アスリートの腸内細菌を解析、コンディショニングサポート事業を手がける。

●キャリアデザイン有識者の立場から

田中 研之輔 氏
（法政大学キャリアデザイン学部教授）

専門は、キャリア論。一橋大学大学院社会学研究科博士課程を経て、メルボルン大
学、カリフォルニア大学バークレー校で客員研究員をつとめられ、社会学の博士を取得。
『辞める研修 辞めない研修―新人育成の組織エスノフィー』、『覚醒せよ、わが身
体。』等著書24冊。
経営戦略、事業戦略にて企業の取締役、社外顧問を17社歴任。

【各30分】



※MC（進行）
・真鍋杏奈 フリーアナウンサー

（テーマ）「今後求められるアスリート像と

キャリア支援プログラムの方向性」
基調講演の3名に加え、元アスリート、指導者、支援企業関係者が参加し、「アスリートに必要と思わ

れるキャリア支援プログラム」について議論し、今後の発展につなげる。

●アスリートキャリア関連団体・企業の立場から

トークセッション
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トークセッション構成

トークセッション（60分）

※基調講演者２名も登壇
・田中 研之輔 氏 法政大学キャリアデザイン学部教授
・鈴木 啓太 氏 AuB(株)代表取締役・元サッカー日本代表

岩政 大樹 氏
（元サッカー日本代表）
山口県大島郡周防大島町生まれ。2004年東京学芸大学卒業後、鹿島アントラーズに入
団。リーグ優勝3回、ヤマザキナビスコカップ優勝2回、天皇杯優勝2回に貢献する。その後、
タイ・プレミアリーグのBECテロ・サーサナ、J2・ファジアーノ岡山などで活躍し、2018年いっぱい
で現役引退。
サッカー日本代表でもプレーし、2010年FIFAワールドカップ・南アフリカ大会出場、2011年
アジアカップ優勝。国際Aマッチ8試合出場

原田 裕花 氏
（バスケットボール解説者/元バスケットボール女子日本代表）
※2019年度 次世代アスリートキャリア育成大使
山口県出身。小学校3年でミニバスケットボールを始める。山口県富田中学校・
大分県藤蔭高校ではキャプテンとして活躍。87年（株）ジャパンエナジー入社
(現JX・ENEOS)。1年目から日本代表チーム入り、日本代表キャプテンも務める。
二度の膝靭帯断裂にみまわれつつも見事復活し、カムバック賞を受賞。
1996年アトランタオリンピック7位入賞の原動力となる。現在はバスケットボー
ルクリニックやテレビ解説などで活躍中。

森下 尚紀 氏
（(株)MPandC代表取締役社長/青山学院大学産学連携コーディネーター）
セガサミーグループとして、スポーツビジネスの総合マネジメント会社を経営。事業内容はスポーツコン
サルティング、スクール等多岐に渡る。アスリートと地域（マチ）をつなげ、スポーツの力で地域
を元気にする”アスマッチプロジェクト”の代表も務め、多くのスポーツ有識者やアスリートが活動
に協力している。青山学院大学スポーツキャリアプログラム特別研究員/日本サッカー協会登
録仲介人/スポーツキャリアサポートコンソーシアム会員。

【60分】

●現在出演中
ラジオ日本「岩瀬惠子スマートニュース
ラジオ日本「ジャイアンツナイター」
他、TVレポーター



3/記録写真
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記録写真⑴ 新型コロナウィルス感染症対策・受付

・感染症対策として、来場者には事前にマスク着用のお願いを当日は手指消毒の徹底を実施。
（消毒液設置：１F、14F受付／14F会場入り口２か所）

・スタッフについては、マスク着用、検温、手指消毒を実施。
・参加関係者席は、２人掛け机（1500×600）に1人掛けで用意し、席との間隔を設ける。
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記録写真⑵ 開会挨拶・イベント趣旨説明・
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記録写真⑶ ネクストアスリートファンド概要説明～フォトセッション
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記録写真⑷ 基調講演（鈴木啓太氏・田中研之輔氏）
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記録写真⑸ トークセッション
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記録写真⑹ トークセッション



4/ 告知
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規模縮小に関する告知・会場内告知（1）/感染症対策に関する案内・告知

■関係者、招待者へのご案内
■一般へのご案内

集客方法・告知・広報について

【開催変更】「Athlete Career Challenge」～スポーツのチカラで未来を変える、Beyond2020 アスリートキャリア形成支援構想～
2020年02月27日

【重要：「Athlete Career Challenge」Kick Off カンファレンス開催方法の変更について】

3月4日開催予定の、「Athlete Career Challenge」Kick Off カンファレンスはイベント参加者等の健康面、安全面を考慮し、感染
リスクを回避するため、参加は一部関係者のみとし、規模を縮小した形での実施を決定いたしました。
つきましては、事前にお申込みいただきました方には、誠に申し訳ございませんが、一部関係者のみで実施するため、一般の方の入場・傍
聴は出来ません。ご理解くださいますよう、よろしくお願いいたします。

なお、本イベントは、既に多数のお申込みをいただいておりますので、後日、スポーツ庁のSNSや、スポーツ庁WEB広報マガジンDEPORTARE
において当日の内容を動画にて配信することを検討しております。
詳細については、改めてスポーツ庁ホームページ・SNS等でご報告いたしますので、ご確認ください。

※本イベントは、事前お申込みいただいた関係者のみで実施するため、一般の方の入場・傍聴は出来ません※

※ご参加にあたっての注意事項
・ご参加いただきます関係者のみなさまは、「手洗い」や「マスクの着用を含む咳エチケット」にご協力をお願いいたします。
（会場入り口にてアルコール消毒を設置いたします。）
・一部スタッフのマスク着用に関しまして、ご理解いただきますようお願い申し上げます。
・風邪症状がある方は、ご参加をご遠慮いただきますよう、お願い申し上げます。

感染症対策告知（会場内）

■会場内受付・入口に下記サインを設置し、感染症対策を周知します A4パウチ ×８枚

●「感染症対策」 A4パウチ ×８枚 ●「手洗い消毒」 A4パウチ ×6枚

アルコール消毒（一部、ボトルは異なります）

https://www.facebook.com/japansportsagency/
https://www.mext.go.jp/sports/
https://www.facebook.com/japansportsagency/
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集客方法・告知（2）/広報・事前登録について

■関係者、招待者へのご案内
■一般へのご案内

集客方法・告知・広報について

●告知開始日：2/14（金）
→ スポーツ庁 サイトUP

●来場者の事前登録方法
・登録サイト等のオープン日時も併せて：2/14（金）

■報道関係者へのご案内

広報について

＜PR関係＞
●メディア・リリース
→ スポーツ庁 2月14日/記者クラブ・リリース配信

●PRに関しては、記者クラブや、コンソーシアムとも連携しつつ、各種関連団体・企業等に
SNSやメール等を通じて案内の協力をすすめる。

●PR事務局からも、メディアに対してはご案内、注力メディア等には別途ご案内。
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スポーツ庁 サイト 2／27UP チラシ

集客方法・告知（３）／広報 ①スポーツ庁サイト

●当日配布用は、登壇者・プログラム修正・更新版
（星川氏登壇予定のママとなります）
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事後PR/リリース配信 3／4夕方～

集客方法・告知（４)/事後PR
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取材案内状

集客方法・告知（５）／広報 ②
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一般申込サイト 2／14～ ※2/27に開催方法変更、更新

http://sporttourism.or.jp/athlete-career-challenge.html ※先着順となります。

集客方法・告知（６)/事前登録 ※一般申し込み

クローズの後は申し込みフォームは削除いたします。
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関係者申込サイト 2／14～ ※2/27に開催方法変更、更新

http://sporttourism.or.jp/athlete-career-challenge_sh.html ※先着順となります。

集客方法・告知（７)/事前登録 ※関係者申し込み

クローズの後は申し込みフォームは削除いたします。

http://sporttourism.or.jp/athlete-career-challenge_sh.html


5/アンケート
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アンケート内容

アンケート内容
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アンケート集計結果①

■Q1、ご所属を教えてください。

■Q2、「Athlete Career Challenge」Kick Off カンファレンスをどのように知りましたか。
複数回答可。

25%

50%

0%0%

25%

イベント認知経路(スポーツ庁)

ホームページ

プレスリリース

Facebook

Twitter

その他

所属 人数

報道関係者 0

経済界関係者 0

スポーツ団体関係者 8

スポーツ競技団体関係者 2

民間企業 6

その他 0

記載なし 1

合計 17

スポーツ庁経路 数

ホームページ 1

プレスリリース 2

Facebook 0

Twitter 0

その他 1

合計 4

スポーツキャリアサポートコンソーシアム 数

ホームページ 1

メールマガジン 1

Facebook 0

Twitter 0

その他 5

合計 7

●スポーツキャリアサポートコンソーシアム

●スポーツ庁

47%

12%

35%

6%

所属

報道関係者

経済界関係者

スポーツ団体関係者

スポーツ競技団体関係者

民間企業

その他

記載なし

14%

14%

72%

イベント認知経路

（スポーツキャリアサポートコンソーシアム）

ホームページ

メールマガジン

Facebook

Twitter

その他
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アンケート集計結果②

その他の認知経路 数

社内 1

知人 0

関係者 10

その他 1

合計 12

●そのほか

9%

0%

83%

8%

イベント認知経路（その他）

社内

知人

関係者

その他
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アンケート集計結果③

■Q3、プログラム内容について、当てはまるものにチェックをつけてください。

（１）基調講演１「ビジネスマインドアスリートが今後の日本を変える」
鈴木啓太氏（Aub（株）代表取締役・元サッカー日本代表）は、参考になりましたか。

意見・感想 数

5：大変参考になった 7

4：参考になった 8

3：あまり参考にならなかった 0

2：参考にならなかった 1

1：どちらとも言えない 1

合計 17

（平均） 4.1

（2）基調講演１「ビジネスマインドアスリートが今後の日本を変える」
田中研之輔氏（法政大学キャリアデザイン学部教授）は、参考になりましたか。

【感想・意見】
・ご本人のことはラジオで聞いて存じていましたが、多視点を持つ人物なのだなを思うと同時にこの様な視点を横展開していく工夫が
必要だなと感じました。

・実際のご自分の経験に基づいた話だったので納得できる。

・どのように自分をみていたかが興味深かった。

・アスリートマインドを持ったビジネスマンが日本を作っているという言葉、まさにその通りだと思いました。

意見・感想 数

5：大変参考になった 9

4：参考になった 8

3：あまり参考にならなかった 0

2：参考にならなかった 0

1：どちらとも言えない 0

合計 17

（平均） 4.5

【感想・意見】
・キャリアの考え方を論理的に、体系的に説明してもらったことが勉強になる。"変化しないはリスク！"に共感できた。

・アスリートがスポーツ界の枠を超えて活躍するうえで、必要だなと感じていた事が、具体的且つ、実践をもって話されていて、とても勉強に
なりました。

・プロティアルキャリア初めて聞きました。ありがとうございました。

・プロティアンキャリア、初めて聞いた言葉であり、大変興味深かった。

キャリアの講義としては勉強になったが、本テーマの深堀りはモノ足りない

41%

47%

0%
6%

6%

基調講演・鈴木啓太氏

5：大変参考になった
4：参考になった
3：あまり参考にならなかった
2：参考にならなかった
1：どちらとも言えない

53%

47%

0% 0%
0%

基調講演・田中研之輔氏

5：大変参考になった

4：参考になった

3：あまり参考にならなかった

2：参考にならなかった

1：どちらとも言えない
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アンケート集計結果④

（3）トークセッション「今後求められるアスリート像とキャリア支援プログラムの方向性」は、参考になりましたか。

【感想・意見】
・仕込みのシナリオをフォローするだけのパネルディスカッションが多くありますが、今日のパネルセッションは経験のある人たちが熱と思いを投
入した内容のあるセッションでとても良かったです。

・アスリートのコンピテンシーは面白かった。3名のアスリートの言葉はすばらしい。

・様々な角度でのセッションが興味深かった。

・登壇者の中に、団体競技だけではなく個人競技（例.陸上、水泳、アーチェリーなど）の方を入れたほうが良かった。個人競技のキャリ
アの積み上げ方は又違うと思う。

・サッカー競技者に興味がない。もっとマイナーな競技者の人生（キャリア）を聞きたい。

・プログラムの開発実施の予算が一番大事だと思う。

【ご意見・ご感想】

・時節に沿ったおつきあいのFundへの出資で終わらない恒常的な資金投入がなされる為の経済界への関与が必要と思います。そして、
このFundで育った人材が企業の中核に入っていく未来を作っていきたいです。

・詳細理解はしていませんが、面白い仕組みと思います。

・スポーツSDGs自体の価値向上につながると考えられるので良いと思う。

・未来に向けての理想形とは思いますが途中で成果が出ないと多くの企業からのサポートを継続するのは難しいのではないかと思い
ました。

・認定はぜひオープンに！決して"エンコ"にならないようにしてください！

・成功例、失敗例のモニタリング

意見・感想 数

5：大変参考になった 7

4：参考になった 7

3：あまり参考にならなかった 0

2：参考にならなかった 0

1：どちらとも言えない 3

合計 17

（平均） 3.9

■Q4、「ネクストスリートファンド（仮）」に、今後期待すること、要望等を自由にお書きください。

41%

41%

0%

0% 18%

トークセッション

5：大変参考になった

4：参考になった

3：あまり参考にならなかった

2：参考にならなかった

1：どちらとも言えない
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アンケート集計結果⑤

【ご意見・ご感想】

・eスポーツに取り組む人はどうなるのでしょうか？又、人生100年でのスポーツのあり方(観戦など)を含め示してもらえないか？"チームス
ポーツ以外も"…要望的に

・今日のカンファレンスは、戦略が実践に落とし込まれる具体的なヒントが多くあったと思います。実業に近い人材が戦略的立案に関与す
ることが必須だと感じました。

・アスリートの声を（可能な限り）反映させてほしい。

・事業は継続しているが今まで単年度で成果を求められる年度ごとの公募なのでもう少し長期でとりくめるようだとありがたい。

・キャリアに関して「気軽に」発信相談できる場を設ける必要性が高い。

・プログラム開発、統一的なトランジション支援

■Q6、その他、ご意見・ご感想等あればご自由にお書きください。

■Q5、スポーツ庁の「スポーツキャリアサポート戦略」事業全体に、今後期待すること、要望等を
ご自由にお書きください。

【ご意見・ご感想】

・アスリートの人材価値は、ビジネスマインドの対極にあるのではないでしょうか？トップのスポーツマンがビジネスで成功した事例に共感がな
いためスポーツ"バカ"を発信する現在をかえてほしい（メディアか？）

・コロナウィルス対応など開催に向けて大変なことが多々あったと思いますが、とても良いセッションで開催していいただいた御努力に敬意を
表します。

・アスリートのチョイスにもう少し工夫がほしかった。チーム競技×個人競技×プロ×アマ（実業団）

・なぜ、資料が配布されないのでしょうか。



映像コンテンツ
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（共通）

映像コンテンツ

1.京谷和幸（北海道出身、元車いすバスケットボール日本代表／パラリンピック4大会出場）

2.大山加奈（東京都出身、元バレーボール女子日本代表／アテネオリンピック出場））

3.原田裕花（山口県出身、元バスケットボール女子日本代表／アトランタオリンピック7位入賞）



サイト制作
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■TOPページ

サイト制作
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■各インタビューページ（スポーツ庁YOUTUBEリンク埋め込み） 2018年度アスリート大使

サイト制作

～
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■各インタビューページ（スポーツ庁YOUTUBEリンク埋め込み） 2019年度アスリート大使

サイト制作

～



総括
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＜キックオフイベント：「Athlete Career Challenge」Kick Off カンファレンス＞

■全体のプロジェクトに関して

・事業途中で、スポーツキャリアサポートコンソーシアム様協力、合同でのカンファレンス実施となりましたが、定期的に連携

を図ることができ、お互い相乗効果のある結果となった。

・イベント開催直前から、感染症の社会問題が起こり、規模縮小での開催、登壇者変更もありましたが、その中でも、

各所ご協力いただき、問題なく進行できた。

■運営に関して

・受付を１Fと14Fで設けたことで、参加関係者、メディア受付は混乱なくスムーズに進行できた。

尚、当日、３Fで他の会見があり何件か問い合わせがあったが問題は無かった。

・施設の入退場用セキュリティカードに枚数制限があることから、セキュリティカードのレベルが２段階あり、運用・運営では、

調整が必要でしたが、参加者からクレーム等は出ず、問題なく運用できた。

・コロナウイルス感染症対策としてスタッフ並びに参加関係者に対して、案内サイン・口頭案内により、手指の消毒及び

マスク着用など徹底することができた。感染症対策についてメディアからスタッフへ、当日の問い合わせ等は無かった。

・事前受付名簿からも車いす対応席を準備、当日も使用された。

■進行、各プログラムに関して

・全体の進行時間については、登壇者の方々も注意して時間をキープしていただいたことから、各プログラムともほぼ予定

通りに進行することができた。

登壇者との準備は、個々にご説明、当日の直前ミーティングで、しっかりと事前準備・共有できたことが大きい。

・基調講演からトークセッションに移る際に、ステージ転換および登壇者板付きの箇所が少しもたついた感があったため

今後検討。

・テクニカルについては、ステージ用に演出照明が無いことからフォトセッション時の明かりが、少し暗かったと様に思える。

次回、この会場を使用する際は照明等を検討したい。

総括

＜映像コンテンツ制作＞

■次世代アスリート・キャリア育成大使

・今年度も3名の方にご協力いただくことができ、昨年度にプラスして、魅力的なコンテンツとなった。

タイトな中での撮影となったが、大使の皆様のご協力もあり、制作完了することができた。

・出張講座に関しては、各地元の自治体・団体様と調整していたが、社会情勢を踏まえて、中止することになった。

＜サイト制作＞

・計6名のアスリート・キャリア育成大使として、インタビュー記事・ムービー掲載で、ロールモデルコンテンツとして、今後、

幅広く、教育プログラム等に、活用いただける内容になっている。
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